








多くの腎疾患の発症、進行に免疫学的機序が関与すると考えられているが、未だ十分明ら

かではない。特に、進行に関しては不明な点が多い。そこで、小児ネフローゼ症候群と IgA

腎症の、進行例と非進行例について、各種免疫機能の比較を行なった。ネフローゼ症候群

では、B細胞の機能不全を有する例が、IgA 腎症では、抑制性 T細胞の機能不全を有する例

が、進行傾向を示すものの多いことを示唆させる成績を得た。 


